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啓
発
運
動
部
門
の
会
議
は
、
二
本
の
報
告
と
そ

れ
に
も
と
づ
く
、
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

ま
ず
最
初
に
、
大
阪
部
落
実
態
調
査
の
中
の
結

婚
の
項
目
に
つ
い
て
、
詳
し
く
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

結
婚
相
手
に
つ
い
て
見
る
と
、
年
々
部
落
出
身

者
同
士
の
結
婚
が
減
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
同
じ

部
落
内
で
の
結
婚
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
又
、
部

落
出
身
者
と
一
般
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
の
中
で

も
夫
は
こ
の
地
区
、
妻
が
一
般
地
区
の
生
ま
れ
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

結
婚
差
別
の
体
験
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
一
一
、
三

年
の
間
に
結
婚
し
た
若
い
人
た
ち
の
中
で
、
差
別

の
体
験
が
増
え
て
い
る
。
戦
前
に
結
婚
し
た
人
た

ち
の
中
で
、
差
別
を
受
け
た
と
答
え
て
い
る
人

が
少
な
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
差
別

に
対
す
る
自
覚
の
問
題
が
一
つ
。
そ
れ
に
戦
前
の

場
合
、
家
族
や
親
戚
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
結
婚

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
何
ら

わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
習
意
欲
を
調
べ
て
見
る

と
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
「
ぜ
ひ
学
習
し
て
み
た

い
」
と
い
う
人
が
一
・
三
％
、
「
で
き
た
ら
し
て

み
た
い
」
と
い
う
人
が
二
一
・
三
％
で
、
条
件
さ

え
と
と
の
っ
た
ら
約
四
分
の
一
の
人
た
ち
が
参
加

し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
又
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
意
志
が
な
い
と
い
う
人

も
、
生
活
上
の
不
満
や
不
安
を
九
割
の
人
は
も
っ

て
お
り
、
学
習
の
方
法
や
内
容
の
改
善
が
必
要
で

あ
る
。

今
後
の
啓
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
活
発
な

討
議
を
行
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
「
ね
た
み
差
別

昼
間
の
部
で
は
、
「
大
阪
部
落
実
態
調
査
結
果

（
中
間
報
告
）
」
に
つ
い
て
論
議
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
住
宅
、
健
康
の
問
題
に
つ
い
て
論
議

が
行
な
わ
れ
た
。
住
宅
に
つ
い
て
、
｜
つ
は
、
不

良
住
宅
が
四
○
・
六
％
二
九
七
五
年
）
か
ら
一

九
・
二
％
に
減
少
し
て
い
る
事
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
改
善
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
今
な

啓
発
・
運
動
部
門
会
議
（
報
告
）

人
権
・
行
政
部
門
会
議
（
報
告
）

か
の
理
由
で
ｌ
た
と
え
ば
、
地
方
か
ら
大
阪
に

出
て
き
て
ｌ
親
元
と
の
関
係
が
切
れ
、
結
婚
し

た
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。さ
曇
ら
に
、
結
婚
差
別
の
内
容
を
見
る
と
、
結
婚

差
別
を
し
て
い
る
の
は
、
親
、
き
ょ
う
だ
い
、
親

戚
・
知
人
と
い
う
順
番
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

夫
が
部
落
出
身
で
妻
が
一
般
地
区
出
身
の
場
合
、

妻
の
親
元
が
反
対
し
た
と
答
え
て
い
る
率
が
逆
の

場
合
と
比
べ
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
今
日
の
結
婚
が
や
は
り
伝
統
的
な
「
家
」

意
識
に
支
え
ら
れ
、
女
性
が
家
族
の
干
渉
を
受
け

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

近
年
に
な
る
ほ
ど
部
落
と
一
般
地
区
出
身
者
と

の
結
婚
が
増
え
て
い
る
理
由
と
し
て
、
解
放
運
動

の
発
展
と
そ
れ
に
と
も
な
う
意
識
の
変
化
に
加
え

て
、
同
和
対
策
事
業
が
す
す
む
な
か
で
、
仕
事
の

保
障
や
生
活
の
安
定
の
結
果
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
た
。

」
の
啓
発
に
つ
い
て
、
①
部
落
差
別
の
実
態
を
構

造
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
②
同
和
事
業
に
つ

い
て
、
広
く
市
民
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
こ

と
を
示
す
、
③
国
際
人
権
規
約
を
中
心
に
人
権
意

識
の
高
揚
を
は
か
る
。
④
「
ね
た
み
意
識
」
の
物

的
条
件
を
と
り
の
ぞ
く
た
め
の
と
り
く
み
、
さ
ら

に
、
同
和
対
策
事
業
が
実
現
す
る
た
め
に
、
部
落

住
民
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
闘
い
が
あ
っ
た
こ
と

を
具
体
的
に
啓
発
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
、
大
企

業
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
優
遇
措
置
に
つ

い
て
バ
ク
ロ
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

（
加
藤
敏
明
）

お
、
質
の
面
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
残
さ

れ
て
お
り
、
多
人
数
世
帯
向
け
の
住
宅
が
少
な
い

こ
と
、
風
呂
・
台
所
な
ど
設
備
の
不
十
分
性
、
青

年
の
新
世
帯
が
住
む
家
が
な
く
、
部
落
外
へ
流
出

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
等
々
、
解
決
が
急
が
れ

る
。健
康
に
つ
い
て
は
、
約
八
万
人
の
』
つ
ち
二
万
人

身
元
調
査
と
の
関
連
で
は
、
宗
教
者
の
果
し
て

い
る
役
割
が
問
題
と
な
っ
た
。
教
団
の
動
き
と
し

て
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
が
進
め
る
過
去
帳
の
閲
覧

禁
止
の
と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
た

か
か
わ
る
事
例
集
を
作
成
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。次
に
、
箕
面
市
の
意
識
調
査
の
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
「
啓
発
」
の
接
触
し
て
い
る
人
が

部
落
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
に
あ
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
部
落
の
歴
史
的
起
源
に
関
す
る
認
識
は
、

「
啓
発
」
接
触
機
会
の
量
に
し
た
が
っ
て
認
識
は

高
ま
っ
て
い
る
が
、
部
落
差
別
の
見
方
や
、
差
別

を
な
く
す
た
め
の
方
向
、
部
落
問
題
に
直
面
し
た

時
の
態
度
、
同
和
事
業
に
対
す
る
考
え
方
は
、
現

状
で
は
「
啓
発
」
の
接
触
機
会
が
増
え
た
か
ら
と

い
っ
て
、
認
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

と
い
う
結
果
が
で
た
。

ま
た
、
「
啓
発
」
接
触
の
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
の
人

の
分
析
が
報
告
さ
れ
た
。
「
啓
発
」
接
触
の
多
い

人
と
比
較
す
る
と
生
活
意
識
に
お
い
て
特
徴
が
あ

り
、
社
会
の
こ
と
よ
り
も
自
己
の
こ
と
を
優
先
す

る
〃
無
関
心
派
の
利
己
主
義
者
〃
が
多
い
こ
と
が

（
三
一
一
・
九
％
）
が
「
病
弱
」
で
あ
り
、
全
国
（

厚
生
省
調
査
）
の
二
・
八
％
と
比
べ
て
二
倍
で

あ
る
。
二
五
才
代
か
ら
府
下
平
均
と
の
格
差
が
ひ

ら
き
始
め
、
四
五
’
六
四
才
と
な
る
と
、
そ
の
差

は
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ね
た
き
り
老
人
に

つ
い
て
も
約
四
○
○
人
お
ら
れ
、
現
行
制
度
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
制
度
の
充
実
が
強
く
望
ま
れ
て
い

る
。今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
病
気
の
原
因
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
、
②
病
気
に
対
し
て
ど
の

様
な
治
療
、
対
策
が
現
在
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
③
最
低
二
万
人
に
及
ぶ
病

弱
者
に
対
す
る
検
診
体
制
を
充
実
・
強
化
し
て
い

く
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
仕
事
の
問
題
で
は
、
現
在
の
職
業
資
格

の
も
つ
有
効
性
に
つ
い
て
、
年
金
の
未
加
入
問
題

で
は
、
部
落
大
衆
の
自
覚
育
成
の
た
め
の
教
育
措

置
、
企
業
側
の
姿
勢
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ

た
。夜
の
部
に
は
、
各
部
会
の
活
動
報
告
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

人
権
部
会
で
は
昨
年
一
二
月
の
反
差
別
国
際
会

議
の
成
功
、
今
後
の
課
題
と
し
て
世
界
人
権
宣
言

三
五
周
年
に
お
い
て
、
①
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
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批
准
促
進
、
研
究
、
普
及
に
協
力
し
て
い
く
、

②
興
信
所
、
探
偵
社
に
対
す
る
規
制
条
例
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
法
の
研
究
（
特
に
、
当
面
、
興
信

所
・
探
偵
社
へ
の
規
制
条
例
に
つ
い
て
、
罰
則
規

定
を
ど
う
規
定
す
る
の
か
）
、
③
「
全
国
の
あ
い

つ
ぐ
差
別
事
件
（
続
）
」
の
編
集
作
成
に
協
力
し

て
い
く
。

法
律
部
会
で
は
「
現
行
法
に
お
け
る
部
落
差
別

救
済
と
そ
の
限
界
」
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
研
究
成

果
を
も
と
に
、
部
落
差
別
に
対
す
る
法
的
規
制

（
特
に
、
興
信
所
・
探
偵
社
に
対
し
て
、
就
職
差

別
に
対
し
て
、
差
別
煽
動
に
対
し
て
）
に
つ
い

て
、
人
権
部
会
等
と
協
力
し
て
研
究
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
東
大
阪
結
婚
差
別
事
件
・
訴
訟
の

経
験
を
ふ
ま
え
て
必
要
な
事
件
に
と
り
く
ん
で
い

く
。
更
に
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
作
成
・
検

討
に
協
力
し
て
い
く
。

福
祉
・
医
療
部
会
は
、
大
阪
部
落
実
態
調
査
結

果
を
ふ
ま
え
て
、
特
に
老
人
、
障
害
者
、
生
活
保

護
世
帯
、
健
康
管
逗
の
問
題
に
対
す
る
一
層
の
分

析
と
政
策
の
検
討
を
重
点
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
人
権
規
約
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
、
障
害
者
年
の
行
動
計
画
の
中

で
提
起
さ
れ
て
い
る
社
会
保
障
に
つ
い
て
の
項
目

が
、
今
後
は
各
支
部
段
階
で
の
分
析
と
政
策
化
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

教
育
・
地
域
部
門
会
議
は
、
ま
ず
最
初
に
全
同

教
の
荒
木
康
雄
氏
よ
り
、
「
同
和
教
育
運
動
の
訓

年
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
全
同
教

訓
年
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
中
で
、
今
日
の
課
題

の
提
起
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
荒
木
氏
は
全
局
教

結
成
当
初
の
故
盛
田
嘉
徳
氏
の
指
導
的
役
割
を
高

く
評
価
し
、
特
に
第
７
回
大
会
で
の
記
念
講
演
を

例
に
と
り
な
が
ら
、
今
日
の
全
同
教
の
課
題
を
考

え
る
上
で
非
常
に
示
唆
に
富
む
の
で
は
な
い
か
と

報
告
。
す
な
わ
ち
、
盛
田
氏
の
講
演
は
、
全
同
教

の
量
的
拡
大
に
と
も
な
う
質
的
な
発
展
に
つ
い
て

の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
今
日
で
も
充

分
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
当
時
文
部
省
の
反
動

化
の
進
む
中
で
同
和
教
育
を
道
徳
教
育
に
す
り
か

え
る
意
見
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
同
和
教

教
育
・
地
域
部
門
会
議
（
報
告
）

’
■
ゲ
凸
９
－
□
ｊ
‐
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を
学
習
、
検
討
し
て
い
く
。

労
働
部
会
で
は
、
①
部
落
問
題
事
典
の
編
集
協

力
、
②
全
研
に
む
け
た
労
働
対
策
活
動
の
手
引
き

づ
く
り
、
（
本
年
は
「
内
職
」
に
つ
い
て
）
③
就

職
差
別
撤
廃
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
二
一
号
条
約

の
研
究
、
④
大
学
で
の
受
験
報
告
書
に
現
わ
れ
た

問
題
の
分
析
、
大
学
生
に
対
す
る
「
青
田
苅
り
」

へ
の
規
制
の
現
状
、
等
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

産
業
部
会
で
は
、
①
皮
革
自
由
化
問
題
と
の
関

連
で
部
落
の
皮
革
業
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

の
か
、
特
に
業
界
全
体
が
過
剰
状
態
で
あ
り
、
き

び
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
②
同
和
産
業
振
興
会

で
進
め
ら
れ
た
、
「
企
業
連
会
員
調
査
（
労
働
災

害
な
ど
）
」
「
靴
を
中
心
と
し
た
皮
革
関
連
産
業

の
実
態
調
査
」
「
鉄
・
非
鉄
金
属
を
中
心
と
し
た

再
生
資
源
関
連
産
業
の
実
態
調
査
」
を
ふ
ま
え

て
、
業
種
別
・
産
業
別
の
対
策
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
事
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
新
規
事
業
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
「
新
大
阪
タ
ク
シ
ー
」
の

発
展
に
つ
い
て
も
討
議
が
な
さ
れ
た
。

農
業
部
会
で
は
、
①
零
細
農
家
の
発
展
の
方
向

と
関
連
し
て
、
農
地
の
利
用
率
の
向
上
、
地
域
で

の
耕
種
と
畜
種
の
複
合
経
営
、
等
の
事
業
例
を
ま

青
の
原
則
を
ふ
ま
え
な
が
ら
そ
れ
と
の
関
連
で
道

徳
教
育
を
考
え
、
「
融
和
主
義
」
に
対
す
る
批
判

を
行
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
（
こ
れ
に
つ
い
て
も
今

日
、
国
民
的
融
合
論
に
対
す
る
批
判
を
行
う
上
で

も
重
要
で
あ
る
。
）
ま
た
、
「
同
和
教
育
を
す
べ

て
の
学
校
で
、
特
に
部
落
を
含
ま
な
い
学
校
で
」

と
い
う
提
起
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
論
じ
て
お
ら

れ
る
な
ど
第
７
回
で
の
盛
田
講
演
は
非
常
に
大
切

な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
は
今
日
全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
い

る
非
行
の
問
題
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
全
局
教
刈
年
の
中
で
絶
え
ず
課
題
と

し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
六
四
年
の
大
会
に

全
局
教
見
解
を
だ
し
て
い
る
こ
と
、
八
尾
中
、
旭

ケ
丘
中
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
「
荒
れ
」
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
て

以
上
の
各
部
会
の
報
告
・
討
論
を
へ
て
、
人
権

・
行
政
部
門
会
議
を
終
え
た
。
（
中
村
清
二
）

と
め
て
い
く
、
②
大
阪
の
部
落
農
家
の
実
態
、
発

展
の
方
向
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

環
境
部
会
で
は
、
①
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
対
策

が
う
た
れ
て
い
な
い
都
市
の
大
規
模
部
落
、
農
村

で
の
少
数
点
在
部
落
の
環
境
改
善
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
②
部
落
の
規
模
・
立
地
条
件
に
あ
っ
た
町

づ
く
り
や
建
設
の
一
定
の
目
標
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
、
③
住
宅
政
策
の
あ
り
方
、
駐
車
場
・

緑
化
の
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
④
地
区
内
施
設
利

用
の
実
態
把
握
を
進
め
、
施
設
運
営
の
あ
り
方
を

研
究
す
る
こ
と
⑤
全
国
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
河
川
問
題
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
が

提
起
さ
れ
た
。

行
財
政
部
会
で
は
、
①
「
部
落
解
放
基
本
法
」

要
綱
づ
く
り
に
む
け
た
調
査
・
研
究
、
②
大
阪
部

落
実
態
調
査
結
果
と
同
和
事
業
の
現
状
を
ふ
ま
え

て
、
今
後
の
同
和
対
策
の
課
題
（
必
要
な
要
求
の

政
策
化
と
部
落
解
放
の
立
場
に
立
っ
た
事
前
の
見

直
し
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
、
③
ね
た
み
差
別

克
服
の
た
め
の
市
民
共
闘
や
周
辺
地
域
共
闘
づ
く

り
に
寄
与
で
き
る
資
料
づ
く
り
が
提
起
さ
れ
た
。

調
査
部
会
で
は
、
今
回
の
府
下
四
七
支
部
、
二

五
九
○
○
世
帯
、
八
万
二
七
六
五
名
の
実
態
調
査

を
各
部
会
の
協
力
の
も
と
進
め
、
分
析
し
て
き
た

き
た
経
過
と
、
子
ど
も
た
ち
の
「
荒
れ
」
の
背
景

に
は
、
家
庭
崩
壊
、
不
安
定
な
仕
事
、
人
間
疎
外

な
ど
、
社
会
制
度
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要

が
あ
る
と
の
分
析
は
、
今
日
の
状
況
を
み
て
も
極

め
て
今
日
的
意
義
が
あ
る
、
全
同
教
の
築
き
あ
げ

て
き
た
遺
産
を
全
国
民
的
な
課
題
に
し
て
い
く
取

り
く
み
が
必
要
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

分
析
報
告
が
な
さ
れ
た
。
部
落
の
学
歴
構
造
を
全

国
平
均
と
く
ら
べ
て
み
る
と
別
ｌ
加
年
の
遅
れ
が

あ
り
、
不
就
学
に
つ
い
て
は
、
戦
前
の
レ
ベ
ル
に
近

い
状
態
で
あ
る
こ
と
、
義
務
教
育
卒
、
高
卒
、
大

卒
の
率
を
み
る
と
一
九
六
五
年
の
全
国
平
均
の
状

態
に
近
い
こ
と
、
ま
た
、
部
落
の
学
歴
構
造
の
年

令
別
構
造
が
沖
縄
県
の
状
態
と
よ
く
似
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
学
歴
、
読
み
書
き
に
つ
い
て
は
、

男
女
差
が
は
っ
き
り
と
で
て
お
り
、
特
に
如
代
以

上
で
読
み
書
き
で
き
な
い
人
や
不
就
学
の
率
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

学
歴
と
年
収
、
学
歴
と
仕
事
と
の
関
連
に
つ
い

て
は
、
と
り
わ
け
、
未
就
学
者
と
大
卒
者
の
仕
事

の
実
態
が
全
国
平
均
と
く
ら
べ
て
非
常
に
格
差
が

あ
り
、
特
に
大
卒
者
に
つ
い
て
は
別
％
の
人
し
か

事
務
職
に
つ
い
て
い
な
い
（
全
国
平
均
は
、
帥
％
）

次
に
大
阪
の
部
落
実
態
調
査
の
ク
ロ
ス
集
計
の

髪

;11ii亀懸騒
輪

鳶
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歴
史
・
理
論
部
門
と
し
て
は
、
大
き
く
二
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

第
一
は
、
昨
年
に
財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
た

大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
。
事
務
局
の
朝

治
君
か
ら
、
今
後
の
計
画
や
課
題
に
つ
い
て
簡
単

な
報
告
が
あ
り
、
歴
史
・
理
論
部
門
と
し
て
は
と

く
に
、
資
料
収
集
や
展
示
内
容
に
つ
い
て
協
力
が

求
め
ら
れ
た
。

収
集
す
べ
き
資
料
と
し
て
は
労
働
用
具
、
生
活

用
具
や
解
放
運
動
、
部
落
差
別
の
姿
を
端
的
に
示

す
も
の
が
望
ま
れ
、
ま
た
伝
承
や
踊
り
を
、
テ
ー

プ
や
写
真
・
ビ
デ
オ
で
採
録
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
場
合
、
部
落
解
放
運
動
や
部
落
差
別
、
あ

る
い
は
部
落
産
業
と
い
っ
た
、
部
落
問
題
に
直
接

か
か
わ
る
資
料
を
集
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
必
ず
し
も
部
落
に
特
有
な
も
の
で
は
な
く
て

も
、
昔
の
労
働
や
生
活
用
具
は
可
能
な
限
り
こ
の

際
に
収
集
し
て
お
く
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
部
落
問
題
に

実
態
で
あ
る
。

以
上
、
２
つ
の
報
告
に
続
い
て
教
育
・
地
域

部
門
の
各
部
会
か
ら
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

①
保
育
部
会
に
つ
い
て
は
、
「
障
害
」
児
保
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
議
を
か
さ
ね
て
き
て
い
る

こ
と
、
②
小
学
校
部
会
に
つ
い
て
は
、
大
阪
の
解

放
教
育
運
動
の
ｎ
年
の
歩
み
を
総
括
す
る
視
点
か

ら
府
下
各
地
の
自
主
編
成
の
取
り
く
み
の
検
討
を

進
め
て
い
る
こ
と
、
③
中
学
校
部
会
に
つ
い
て
は

「
非
行
」
克
服
の
取
り
く
み
と
課
題
に
つ
い
て
論

議
、
④
子
供
会
部
会
に
つ
い
て
は
、
子
達
結
成
ｎ

年
を
迎
え
、
そ
の
歩
み
を
総
括
し
、
記
念
誌
の
編

集
を
行
な
う
こ
と
、
⑤
高
校
奨
学
生
部
会
に
つ
い

て
は
、
’
九
八
二
年
度
府
立
高
校
生
部
落
問
題
意

識
調
査
の
分
析
と
高
校
教
育
制
度
の
問
題
点
の
解

明
、
⑥
大
学
部
会
に
つ
い
て
は
昨
年
は
、
体
制
が

整
わ
ず
、
活
動
で
き
て
い
な
い
が
今
後
、
研
究
者

の
交
流
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

⑦
識
字
部
会
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
づ
く
り

と
い
う
こ
と
で
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
。

⑧
総
論
部
会
に
つ
い
て
は
「
解
放
の
学
力
と
は

」
を
テ
ー
マ
と
し
て
論
議
を
し
て
い
る
こ
と
、
特

に
、
「
障
害
児
」
教
育
運
動
の
高
ま
り
か
ら
こ
れ

ま
で
の
解
放
教
育
側
の
学
力
の
と
ら
え
な
お
し
が

歴
史
・
理
論
部
門
会
議
（
報
告
）

限
ら
ず
そ
う
し
た
歴
史
的
な
資
料
を
収
集
し
保
存

す
る
機
関
が
な
く
、
そ
の
点
で
、
大
阪
人
権
歴
史

資
料
館
の
任
務
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
又
、
意

見
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
収
蔵
庫
が
必

要
で
あ
る
と
の
点
が
出
さ
れ
た
。
普
通
、
資
料
館

や
博
物
館
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
二
倍
か
ら
一
一
一
倍
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
た
と
え
ば
常
設
の
展

示
に
つ
い
て
も
幅
が
出
な
い
し
、
特
別
展
示
を
す

る
に
し
て
も
、
展
示
品
を
収
蔵
す
る
こ
と
が
不
可

能
で
あ
り
、
ま
た
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い

と
、
せ
っ
か
く
寄
贈
や
寄
託
の
申
し
出
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
設
計

を
つ
め
て
い
く
段
階
で
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う

要
望
一
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
年
後
の
開
館
に
む
け

て
、
今
後
精
力
的
に
資
料
収
集
、
展
示
内
容
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

せ
ま
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
部
会
の
課
題
を
ま
と
め
て
論
議
を

し
た
。
特
に
①
〃
解
放
の
学
力
〃
に
つ
い
て
の
論

議
で
は
、
一
九
六
七
’
八
年
ぐ
ら
い
か
ら
受
験
対

策
の
学
力
に
対
し
て
解
放
の
学
力
が
提
起
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
中
で
高
い
知
的
能
力
の
保
障
を
抜

き
と
し
た
主
体
の
形
成
の
み
の
考
え
と
一
般
的
な

学
力
向
上
の
み
の
両
極
端
の
考
え
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
反
発
達
論
と
い
う
形
で
こ
れ
ま
で
の
発
達
理

論
の
再
検
討
と
新
し
い
発
達
観
も
提
起
さ
れ
て
い

る
。
こ
と
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
論
議
が
深
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
討
議
の
中
で
は
、
す
で

に
全
同
教
で
は
印
年
代
に
、
学
力
に
つ
い
て
そ
れ

は
、
差
別
と
闘
う
生
き
る
力
を
ど
う
つ
く
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
が
学
力
の
内
容
で
あ
る
と
す

る
定
義
づ
け
が
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
広
島
か
ら
部

落
の
低
学
力
は
す
で
に
就
学
前
の
中
に
あ
る
と
す

る
問
題
提
起
も
な
さ
れ
た
。

②
次
に
、
地
域
の
教
育
諸
力
の
問
題
で
あ
る
。

地
域
で
の
条
件
整
備
が
進
む
こ
と
が
か
え
っ
て
親

や
子
ど
も
の
教
育
諸
力
を
奪
っ
て
い
る
側
面
が
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
奨
学
生

が
、
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
に
運
動
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
と
き
に
そ
の
多
く
は
「
丑
松
」
に

地
域
で
す
で
に
歴
史
的
な
資
料
の
収
集
を
手
が
け

て
い
る
方
々
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
民
俗
学
・
歴
史
学
、
あ
る
い
は
産
業
史
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
の
方
々
に
壊
力
を
お

願
い
し
て
、
資
料
収
集
・
展
示
内
容
を
に
っ
め
て

い
く
専
門
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
の
必
要
が
指
摘

さ
れ
た
。

現
在
、
少
な
い
人
数
の
な
か
で
事
務
局
の
担
当

者
が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
大
き
な
事
業
は
、
一
人
や
二
人
の
個
人
的
な
力

量
で
は
に
な
い
き
れ
な
い
し
、
資
料
館
の
建
設
そ

れ
自
体
が
一
つ
の
大
き
な
運
動
と
し
て
取
組
ま
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
又
、
一
つ
の
資
料
が
集
ま
る
と
、
「
そ
ん
な

資
料
な
ら
、
う
ち
に
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

資
料
収
集
に
拍
車
が
か
か
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
機
会
を

と
ら
え
て
、
で
き
れ
ば
簡
単
な
も
の
で
も
い
い
で

す
か
ら
一
ニ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
を
発
行
し
て
、

資
料
収
集
の
経
過
や
成
果
、
事
務
局
と
し
て
希
望

し
て
い
る
の
は
こ
ん
な
資
料
だ
、
と
い
っ
た
こ
と

を
た
え
ず
提
起
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

と
も
か
く
、
こ
れ
は
想
像
以
上
に
大
変
な
事
業

な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
保
育

所
・
学
校
で
の
集
団
主
義
教
育
の
翌
誇
と
実
践
の

今
日
的
意
義
、
重
要
性
に
つ
い
て
も
強
調
さ
れ

た
。
就
学
前
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
同
和
保
育

運
動
の
高
ま
り
の
中
で
集
団
主
義
の
観
点
に
立
つ

実
践
は
、
一
定
定
着
し
て
き
た
が
、
小
学
校
、
中

学
校
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
帥
年
代
以
後
の

解
放
教
育
運
動
の
中
で
、
学
校
、
地
域
（
子
ど
も

会
）
、
家
庭
の
三
者
連
け
い
の
実
践
や
、
集
団
主

義
に
も
と
づ
く
学
校
づ
く
り
の
実
践
の
教
訓
化
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
今
年
の
課
題
と

し
て
は
、
①
学
力
論
の
理
論
的
整
理
、
ｏ
地
域
の

教
育
諸
力
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
整
理
⑤
大
学
研

究
者
の
交
流
。
ｅ
全
局
教
訓
年
の
教
育
実
践
の
総

括
等
を
今
年
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

／~、

前
川
実
ミーノ

謹露薑
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に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
絶
大

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
き
た
い
。

歴
史
、
理
論
部
門
で
討
論
し
た
第
二
の
点
は
、

部
落
解
放
研
究
所
と
し
て
取
組
む
べ
き
部
落
史
・

解
放
運
動
史
に
関
す
る
資
料
収
集
に
つ
い
て
で
あ

る
。部
落
解
放
研
究
所
は
、
そ
の
創
立
か
彦
ら
大
阪
の

研
究
所
と
い
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に

中
央
の
研
究
所
と
い
う
機
能
、
任
務
、
役
割
も
大

へ
ん
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
で
部
落
史
・
解

放
運
動
史
に
関
す
る
資
料
収
集
と
い
う
場
合
も
、

当
然
そ
の
二
つ
の
側
面
を
満
た
す
べ
き
も
の
が
要

求
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
の
研
究
所
と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、
で
き

る
限
り
、
各
地
の
研
究
所
（
会
）
で
は
手
に
お
え

な
い
よ
う
な
、
た
と
え
ば
全
国
的
な
同
和
行
政
、

実
態
調
査
、
部
落
解
放
運
動
に
か
か
わ
る
資
料
の

収
集
に
心
が
け
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
出
た
。

か
っ
て
戦
後
の
部
落
解
放
全
国
委
員
会
、
部
落
解

放
問
盟
の
全
国
大
会
の
議
案
書
・
方
針
書
を
ま
と

め
て
『
部
落
解
放
運
動
基
礎
資
料
集
』
全
四
巻
を

編
集
し
発
行
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
要
望
に
答
え

る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
大
阪
の
研
究
所
と

し
て
、
大
阪
の
部
落
史
、
解
放
運
動
史
の
資
料
を

二
月
二
○
日
、
第
五
回
研
究
者
会
議
に
引
き
続

き
午
前
十
一
時
よ
り
部
落
解
放
研
究
所
第
一
七
回

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
先
だ
ち
原
田
伴
彦
理
事
長
が
「
研
究
所

創
立
一
五
周
年
に
あ
た
る
本
年
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い
て

た
だ
ち
に
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
最
初
に
一
九
八
二
年
度
中
間
事
業
報
告

と
し
て
過
去
一
○
ヶ
月
間
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
た
。

七
つ
の
柱
に
そ
っ
た
事
業
の
中
で
特
に
①
昨
年

末
の
反
差
別
国
際
会
議
の
成
功
狸
の
開
催
に
よ
り

大
き
く
国
際
連
帯
の
輪
を
広
げ
た
こ
と
②
部
落
の

形
成
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
研
究
活

動
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
③
ス
ラ
イ
ド
「
部
落

解
放
の
あ
ゆ
み
（
戦
前
編
）
」
の
作
成
等
全
国
水

平
社
創
立
六
○
周
年
記
念
事
業
を
推
進
し
て
き
た

収
集
し
、
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
取
組
み
が
遅
れ
て
お
り
、
む
し
ろ

各
地
・
各
地
域
で
の
部
落
史
編
集
の
成
果
に
学
ば

ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、
よ
う
や
く
、
大
阪
の
部
落

史
を
ま
と
め
る
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
収
集
に
と

り
か
か
ろ
う
と
い
う
気
運
が
出
て
来
て
い
る
。
大

阪
府
下
各
地
で
す
で
に
取
組
ま
れ
た
成
果
に
学
び

な
が
ら
、
そ
し
て
各
市
町
村
史
編
さ
ん
の
過
程
で

掘
り
お
こ
さ
れ
て
き
た
膨
大
な
資
料
に
も
あ
た
り

な
が
ら
、
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
阪
の
部
落
史
・
解
放

運
動
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
研
究
論
文
の
目
録
を

つ
く
っ
た
り
、
今
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
限
り
の

資
料
の
所
在
目
録
を
つ
く
る
と
い
っ
た
作
業
か
ら

始
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
す
と
大
き
な

事
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
こ
う
し
た
資
料
収
集
を
ベ
ー
ス
に
、

部
落
史
あ
る
い
は
解
放
運
動
、
解
放
理
論
に
か
か

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
く
作
業

が
残
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
七
月
の
全
国
研
究
者
集

会
で
は
、
三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
参
加
を
得
て
、
被

こ
と
④
啓
発
企
画
研
究
の
強
化
⑤
『
宗
教
と
部
落

問
題
』
『
盛
田
嘉
徳
部
落
問
題
選
集
』
等
の
出
版

活
動
な
ど
部
落
解
放
研
究
の
様
々
の
分
野
に
お
い

て
一
層
前
進
さ
せ
て
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
残
さ
れ
た
二
ヶ
月
間
継
続
事
業
を
進
め
る
こ

と
に
し
た
。

続
い
て
一
九
八
三
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の

論
議
が
な
さ
れ
た
。

一
九
八
三
年
は
部
落
解
放
研
究
所
が
創
立
さ
れ

て
一
五
周
年
と
言
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
っ
て

お
り
、
部
落
解
放
研
究
の
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め

部
落
解
放
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
擁
護
の
気
運
を

大
き
く
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
基
調
に
、
以
下
の
六

つ
の
柱
を
中
心
と
す
る
事
業
計
画
が
提
案
さ
れ
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
他
一
九
八
二
年
度
中
間
会
計
決

算
、
’
九
八
三
年
度
予
算
案
、
一
九
八
一
一
一
年
度
基

本
日
程
等
に
つ
い
て
も
論
議
さ
れ
た
。

呼
郎
鐘
窟
鱗
雨
挫
似
〉
開
趣
壺
丸
（
斫
岬
一
筆
牢
露
一
蕊
準
廻
鴬
図
爾
椀
容
齊
獄
鰯
雫

雛
篭
渓
重
霊
窒
泰
謝
認
蕊
溺
蕊
錘
溌

Ｊ
旬
ｒ
庁
Ⅲ
■
Ｆ
‐

■
凸
宇
‐
‐
『
‐
Ｂ
‐
年
Ｐ
‐
｜

●
Ｌ
午

・・ＬＵｑｌや》ひし一・ヶ』鋤」。．。》》・加氏伊鯨‐ｒ〉、》かぐ》蔦坤‐鈩尹．命濟．杼利一恥鉛ワー誠恥グヴヒ，，ケリｒいぼ江旺」凡時』』・」「此三・鈩叶ｒ三・・Ｆ‐‐，・・・へ。ｒ・一‐・》侯，，．』戸。蝿Ｐ、うり！・丙階了・・Ⅲ‐←‐」，・０・・
ず
□
‐

ト
少

午
・
ケ
▽

差
別
部
落
の
起
源
に
か
か
わ
る
ジ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
し
、
そ
の
成
果
を
『
部
落
解
放
研
究
』
三
一

号
に
紹
介
し
た
。

本
年
は
、
部
落
解
放
研
究
所
の
創
立
十
五
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
、
「
日
本
資
本
主
義
と
部
落

問
題
」
を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
論
文
の

募
集
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
五
年
ほ
ど
前
に
発

刊
し
て
好
評
を
え
ま
し
た
『
近
世
部
落
の
史
的
研

究
』
に
つ
づ
い
て
、
本
年
は
『
近
代
部
落
の
史
的

研
究
』
と
い
う
論
文
集
の
編
集
を
企
画
し
て
お

り
、
今
年
は
ひ
と
つ
、
近
現
代
の
部
落
史
に
つ
い

て
大
い
に
研
究
を
深
め
、
部
落
解
放
研
究
所
と
し

て
も
目
的
意
識
的
に
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
追

究
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
部
門
別
会
議
を
閉
会

し
た
。

（
渡
辺
俊
雄
）

最
後
に
西
岡
智
理
事
が
、
研
究
員
の
日
頃
の
熱

意
あ
る
取
り
組
み
に
対
し
て
感
謝
を
述
べ
る
と
共

に
創
立
一
五
周
年
を
機
に
さ
ら
に
研
究
を
深
め
る

た
め
に
一
層
の
結
集
を
お
願
い
し
た
い
と
の
閉
会

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
第
一
七
回
総
会
を
終
え
た
。

（
以
下
に
主
要
議
案
の
み
紹
介
）

第
一
号
議
案

一
九
八
二
年
度
中
間
事
業
計
画
：
…
・
…
．
：
…
略

第
二
号
議
案

一
九
八
一
一
年
度
中
間
会
計
報
告
…
・
…
．
．
：
…
・
略

第
三
号
議
案

一
九
八
二
年
度
後
期

（
’
’
一
一
一
月
）
事
業
計
画
・
…
：
：
…
…
・
略語G5鶴

蕊輪！
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第
四
号
議
案

一
九
八
三
年
度

（
社
）
部
落
解
放
研
究
所

事
業
計
画

一
九
八
三
年
は
、
部
落
解
放
研
究
所
が
創
立
さ

れ
て
一
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
っ

て
い
る
。
時
あ
た
か
も
こ
の
年
は
、
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
て
、
三
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に
、
部
落
解

放
研
究
の
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め
る
と
と
も
に
、

部
蓮
解
放
を
始
め
と
し
た
人
権
擁
護
の
気
運
を
大

き
く
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
以
下
の
六
つ
の
注
を
提

起
す
る
。

⑩
新
た
な
段
階
に
た
っ
て
、
部
落
解
放
運
動
の

発
展
に
む
け
、
ひ
き
つ
づ
き
理
論
的
、
政
策
的

裏
付
け
に
と
り
く
む
。

①
あ
ら
た
に
制
定
さ
れ
た
「
法
」
の
活
用
に
つ

い
て
研
究
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
「
部
落

解
放
基
本
法
」
制
定
に
む
け
た
研
究
を
さ
ら
に
深

め
る
。
さ
ら
に
、
「
同
和
対
策
事
業
」
に
対
す
る

攻
撃
の
実
態
を
分
析
し
、
こ
れ
を
は
ね
の
け
る
方

向
を
解
明
し
て
い
く
。

①
「
部
落
問
題
文
献
目
録
」
を
刊
行
す
る
。

②
研
究
所
創
立
一
五
周
年
記
念
図
書
整
備
に
と

り
く
む
。

③
記
念
集
会
を
開
催
す
る
。

④
「
部
落
解
放
研
究
所
創
立
一
五
年
の
あ
ゆ
み
」

を
刊
行
す
る
。

⑤
記
念
論
文
を
募
集
す
る
。

⑤
国
際
連
帯
に
ひ
き
つ
づ
き
と
り
く
み
、
世
界

人
権
宣
言
一
一
一
五
周
年
を
記
念
し
た
と
り
く
み
の

開
催
に
協
力
し
て
い
く
。

①
英
文
一
ニ
ー
ス
の
充
実
、
拡
大
に
と
り
く

む
。②
反
差
別
国
際
会
議
の
英
語
版
報
告
書
の
作
成

に
と
り
く
む
。

③
中
央
本
部
や
関
係
行
政
と
も
連
携
を
と
る
中

で
、
世
界
人
権
宣
言
一
一
一
五
周
年
記
念
事
業
の
開
催

に
協
力
し
て
い
く
。

④
国
連
、
ユ
ネ
ス
コ
等
と
の
連
携
強
化
に
と
り

く
む
。

⑤
国
際
人
権
規
約
の
具
体
化
と
完
全
批
准
を
は

じ
め
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
、
と
り
わ
け

「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
の
批
准
に
む
け
た
研
究

と
宣
伝
を
本
格
的
に
開
始
す
る
。

⑥
組
織
・
財
政
基
盤
の
拡
充
に
と
り
く
む
。 ｈ
Ｐ
』
‐
‐

、
守
暉
Ｉ
‐

‐
、
■
●

▽
－
Ｊ
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②
「
部
落
地
名
総
鑑
」
差
別
事
件
、
九
八
真
綿

差
別
事
件
、
損
保
リ
サ
ー
チ
差
別
事
件
、
さ
ら
に

は
、
興
信
所
、
探
偵
社
の
悪
質
な
実
態
の
調
査
を

ひ
き
つ
づ
き
強
め
る
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
二

号
条
約
の
批
准
に
よ
る
就
職
差
別
の
禁
止
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
の

制
定
に
む
け
た
研
究
を
強
化
す
る
。

③
「
狭
山
再
審
」
の
達
成
に
む
け
た
研
究
活
動

を
ひ
き
つ
づ
き
強
め
る
と
と
も
に
、
拘
禁
二
法
の

制
定
を
阻
止
し
、
監
獄
法
の
民
主
的
改
正
や
、
再

審
法
の
改
正
に
む
け
た
研
究
啓
発
活
動
に
と
り
く

む
。④
大
阪
部
落
解
放
実
態
調
査
を
成
功
さ
せ
る
と

と
も
に
、
各
種
実
態
調
査
活
動
に
積
極
的
に
と
り

く
む
。

⑤
各
地
で
相
次
ぐ
差
別
事
件
を
集
約
し
、
分
析

を
加
え
る
中
で
、
こ
れ
に
対
す
る
必
要
な
方
向
性

に
つ
い
て
の
研
究
に
と
り
く
む
。

②
解
放
理
論
の
整
理
に
む
け
た
諸
事
業
に
ひ
き

つ
づ
き
と
り
く
む
。

①
大
阪
の
『
解
放
学
校
テ
キ
ス
ト
』
の
発
刊
の

経
験
を
ふ
ま
え
、
中
央
段
階
で
の
各
種
テ
キ
ス
ト

の
作
成
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

②
部
落
の
形
成
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本

①
学
者
、
研
究
者
の
さ
ら
な
る
結
集
を
強
め
、

研
究
部
の
充
実
と
活
動
の
強
化
に
と
り
く
む
。

②
運
動
体
と
の
定
期
協
議
、
各
地
研
究
所
と
の

連
携
強
化
に
と
り
く
む
。

③
東
京
事
務
所
の
充
実
に
と
り
く
む
。

④
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
法
人
化
に
む
け
た
調

査
、
研
究
を
お
こ
な
う
。

⑤
財
政
基
盤
の
拡
充
に
取
り
組
む
。

な
お
、
’
九
八
三
年
度
の
主
な
出
版
事
業
と
し

て
は
、
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
三
巻
、

『
部
落
解
放
年
鑑
』
八
二
年
版
は
も
と
よ
り
、
「

部
落
問
題
文
献
目
録
』
『
入
門
部
落
解
放
運
動
』

『
反
差
別
国
際
会
議
報
告
書
（
英
語
）
版
』
『
近

代
部
落
の
史
的
研
究
』
の
出
版
等
に
と
り
く
む
。

ま
た
、
視
聴
覚
教
材
と
し
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
ｖ

『
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
つ
い
て
』
、
Ⅵ
「
部
落

解
放
の
あ
ゆ
み
（
戦
後
編
）
』
を
作
成
す
る
。

（
各
部
・
室
の
事
業
計
画
は
略
す
）

第
五
号
議
案

研
究
所
創
立
一
五
周
年
事
業

に
つ
い
て

来
年
は
、
一
九
七
三
年
八
月
に
研
究
所
が
創
立
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年
度
も
企
画
す
る
。

③
「
近
代
部
落
の
史
的
研
究
（
仮
称
）
」
に
と

り
く
む
。

④
ひ
き
つ
づ
き
「
国
民
融
合
論
」
の
批
判
に
と

り
く
む
。

⑤
部
落
問
題
事
典
の
編
集
に
と
り
く
む
。

⑥
紀
要
『
部
落
解
放
研
究
』
の
充
実
に
と
り
く

む
。

⑧
啓
発
企
画
事
業
を
充
実
強
化
す
る
。

①
啓
発
活
動
の
重
要
性
の
増
大
に
鑑
み
、
啓
発

企
画
部
の
拡
充
を
は
か
り
、
啓
発
企
画
室
へ
と
発

展
さ
せ
る
。

②
啓
発
に
関
す
る
各
種
資
料
を
集
め
、
比
較
研

究
を
行
う
中
で
、
今
後
の
啓
発
の
方
向
性
を
あ
き

ら
か
に
し
て
い
く
。

③
視
聴
覚
教
材
の
収
集
を
さ
ら
に
強
め
、
比
較

研
究
を
行
う
中
で
、
今
後
の
方
向
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

④
市
民
啓
発
、
企
業
啓
発
、
宗
教
関
係
の
啓

発
、
行
政
、
職
員
研
修
等
分
野
毎
の
啓
発
の
あ
り

方
を
究
明
し
、
各
種
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
と
り
く

む
。

凶
研
究
所
創
立
一
五
周
年
を
記
念
し
た
事
業
に

と
り
く
む
。

さ
れ
て
一
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た

っ
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
こ
の
年
は
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
て
一
一
一
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に
、
部
落
解
放

研
究
の
水
準
を
飛
躍
的
に
た
か
め
る
と
と
も
に
、

部
落
解
放
を
始
め
と
し
た
人
権
擁
護
の
気
運
を
大

き
く
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
以
下
の
と
り
く
み
を
提

起
す
る
。

⑩
記
念
事
業

①
「
部
落
問
題
文
献
目
録
」
（
仮
称
）
を
発
刊

す
る
。

②
部
落
解
放
研
究
所
創
立
一
五
周
年
を
記
念

し
、
図
書
整
備
に
と
り
く
む
。

②
記
念
集
会

部
落
解
放
研
究
所
創
立
一
五
周
年
を
記
念
し

た
記
念
集
会
を
適
当
な
時
期
に
東
京
と
大
阪
で

開
催
す
る
。

⑧
冊
子
「
部
落
解
放
研
究
所
創
立
一
五
年
の
歩

み
」
の
発
刊

四
国
際
連
帯
の
と
り
く
み

①
こ
の
年
が
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
一
一
一
五
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
記

念
集
会
に
、
適
当
な
人
を
招
待
す
る
。
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さ
て
、
毎
年
七
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
全
国
部

落
解
放
研
究
者
集
会
は
本
年
で
五
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
、
部
落
解
放
に
む
け
た
研
究
活
動

は
非
常
に
活
発
と
な
り
、
各
分
野
に
お
け
る
研
究

も
深
め
ら
れ
、
昨
年
の
研
究
者
集
会
で
は
、
「
被

差
別
部
落
の
起
源
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
な
わ
れ
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

第
五
回
全
国
研
究
者
集
会
で
は
、
日
常
の
各
分

野
の
研
究
活
動
の
発
表
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
『
差
別
と
表
現
』
を
考
え
る
」
を
企
画
し
ま

し
た
。
解
放
運
動
家
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
・
研
究

者
等
の
各
分
野
か
ら
報
告
を
頂
き
、
討
誇
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
部
落
解
放
研
究
所
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
本
年
が
創
立
一
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
て
お
り
、
さ
ら
に
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
三
一
一
五

周
年
に
あ
た
り
、
部
落
解
放
を
は
じ
め
と
し
た
人

①
以
上
の
と
り
く
み
を
成
功
狸
に
実
施
す
る
た

め
に
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
る
。

②
構
成
メ
ン
バ
ー
（
理
事
全
員
、
大
阪
府
・
大

阪
市
・
市
町
村
、
中
央
本
部
、
大
阪
府
連
・
府
同

促
。
市
同
促
、
大
阪
人
権
協
、
国
際
人
権
規
約
大

阪
府
民
会
議
、
そ
の
他
）

第
六
号
議
案

一
九
八
一
一
一
年
度
研
究
所
予
算
…
…
：
…
。
（
略
）

②
反
差
別
国
際
会
議
の
報
告
書
（
英
語
版
）
の

作
成
に
と
り
く
む
。

⑤
そ
の
他
，

①
一
九
八
三
年
度
に
実
施
す
る
研
究
者
集
会
と

夏
期
講
座
を
「
部
落
解
放
研
究
所
創
立
一
五
周
年

記
念
」
と
銘
う
っ
て
実
施
す
る
。

１
第
五
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会

七
月
九
日
’
十
日
奈
良
・
桃
山
荘

２
第
八
回
部
落
解
放
西
日
本
夏
期
講
座

八
月
三
日
’
四
日
九
電
体
育
館

３
第
一
四
回
部
落
解
放
夏
期
講
座

八
月
一
八
’
二
○
日
高
野
山

②
記
念
論
文
（
テ
ー
マ
「
日
本
資
本
主
義
と
部

落
問
題
」
）
の
募
集

印
芝
一
丁
冨
言
会

実
行
委
員
会弟
五
》
一
［
回
議
益
畜
襄
創
》
洛
瀦
騨
溺
燃
厩

鄭
襲
僧
紛
醗
『
船
越
醗
疏
瀧
九
矛
阿
》
銘

■
■
‐
 

「
銀
》
一
、
、
１
人
『
』
円
叩
斗
守
紗
弗
陣
旺
・
Ｐ
９
人
、
ケ
キ
』
・
才
・
・
午
，
⑪
“
’
ｗ
己
勘
欧
・
〉
仏
．
〉
）
）

０
■
 ・
し
‐

権
擁
護
の
気
運
を
大
き
く
高
揚
さ
せ
る
た
め
、
以

下
の
六
つ
の
柱
を
中
心
に
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

｛
９
．
 ①
新
た
な
段
階
に
立
っ
て
、
部
落
解
放
運
動
の

発
展
に
む
け
て
引
き
つ
づ
き
理
論
的
・
政
策
的
裏

づ
け
に
と
り
く
む
。
②
解
放
理
論
の
整
理
に
む
け

た
諸
事
業
に
引
き
つ
づ
き
と
り
く
む
。
③
啓
発
企

画
事
業
を
充
実
・
差
化
す
る
。
④
研
究
所
創
立
一

五
周
年
を
記
念
し
た
事
業
に
と
り
く
む
。
⑤
国
際

連
帯
に
引
き
つ
づ
き
と
り
く
み
、
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
臣

三
五
周
年
を
記
念
し
た
と
り
く
み
の
開
催
に
鶴
力

し
て
い
く
。
⑥
組
織
・
財
政
基
盤
の
拡
充
に
と
り

く
む
。

以
上
六
つ
の
柱
を
中
心
と
し
た
研
究
所
活
動
に

つ
い
て
も
、
第
一
八
回
部
落
解
放
研
究
所
総
会
で

深
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
第
五
回
全
国
部
落
解
放
研
究

七
月
九
二
○
日

第
八
号
議
案

一
九
八
三
年
度
基
本
曰
程

四
［
日
六
日

五
戸
日
一
二
－
’
四
日

〃〃

塵
二
事〃

理
事
長

副
理
事
長

運
事

〃

第
七
号
議
案

一
九
八
三
年
度
研
究
体
制

〃

原
田
伴
彦
（
研
究
所
所
長
）

村
越
末
男
（
啓
発
企
画
室
長
）

住
田
利
雄

鈴
木
祥
蔵
（
図
書
資
料
委
員
会
委
員

長
）

西
岡
智
（
啓
発
企
画
委
員
会
委
員

長
）

大
賀
正
行
（
研
究
部
長
）

友
永
健
三
（
事
務
局
長
）

寺
本
知

上
田
卓
三

研
究
所
理
事
会

部
落
解
放
同
盟
第
三
八
回

全
国
大
会

研
究
所
第
一
八
回
総
会

第
五
回
全
国
部
落
解
放
研

究
者
集
会季

凸
‐

『
呵
似
》
－
６
い
け
‐
即
Ｑ
△
白
‐
，

宮
。
▽
。
’
（

「
ご
し
『
（
ｒ
ｒ
ｒ
．
、
が
。
…
い
：
．
．
。
’
ぬ
い
ｒ
Ｐ
‐
．
》
』
平
。
，
！
？
？
苧
㎡
←
＆
；
側
一
・
ブ
デ
「
戒
》
・
・
瓠
？
』
ｑ
時
噌
…
。
！

。
‐
Ｑ
Ｉ
‐
■
■

土
死
略
脚者
集
会
な
ら
び
に
部
落
解
放
研
究
所
第
一
八
回
総

会
に
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

日
時
二
九
八
三
年
七
月
九
日
（
土
）
午
後
一

時
’
七
月
一
○
日
（
日
）
正
午

場
所
》
奈
良
市
あ
や
め
池
「
桃
山
荘
」
（
電
○

七
四
二
・
四
六
・
五
一
五
一
）

主
催
》
（
社
）
部
落
解
放
研
究
所

参
加
費
》
八
、
○
○
○
円
（
宿
泊
、
資
料
代
ふ
く

む
）

内
容
函
第
五
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会

（
７
／
９
１
７
／
加
）
〈
第
一
日
目
〉

午
後
…
全
体
集
会

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
〃
差
別
と
表

現
〃
を
考
え
る
」
（
マ
ス
コ
ミ
関

係
・
解
放
同
盟
・
辞
書
関
係
・
庭

八
月
三
・
四
日

部
落
解
放
第
八
回
西
日
本

夏
期
講
座

一
八
’
二
○
日
部
落
解
放
第
一
四
回
高
野

山
夏
期
講
座
・
研
究
所
理

事
会

一
○
月
－
１
三
日
部
落
解
放
研
究
第
一
七
回

全
国
集
会

一
二
月
一
一
六
・
二
七
日
研
究
所
運
事
会

〈
八
四
年
〉

一
月

研
究
所
・
マ
ス
コ
ミ
懇
談

会

二
月

研
究
所
第
一
九
回
総
会

第
六
回
部
落
解
放
研
究
者

会
議

記
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